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測定した0 ㌔ の結果を図 1･に示すoT～<Tcで りnは急に下が｡,0･5≦ t-T/Tc
















っいての詳細は上記の文献又は Wheatleyの review5)を参照 )0
(2)理 論



































ここで 1十hij,と 1-gijは coherencefactorで
･EiEJ-△i･△)








次までの輸送方程式を考える｡これをX二P◎ と書く｡ ここでXは ドリフト項で
aE k afkO au aux
x--kxT z -6Fk震 - 告 kxkzikfE(ト 琵 )育
であらわされ,P◎ は衝突項でA,B-aとB-b項の和である｡
変分法12)によると◎ の汎函数 Ile]- く◎,P◎ > //(<OD )2と粘性係数 りtru｡の


















軽度になると ∂2項や ∂2Dn∂項がきいて来ることが示され qは単純に ∂で展開で


















(ii) 0≦ t≦0.2 では解析的に号は次式でよく記述される. (弱結合△(o)- 7rkB
Tc/γを用いて )
号 -軍 籍 2(1-諾 詰 - 0.577(1-1.0008t)
数値計算の結果も上式に乗る｡


























































恒 藤 敏 彦
超流動IiC3の特色は,それが結晶や液晶のように textureをもつことであるo一般に
超流動I63の秩序パ ラメーターは,9つの成分をもつ波動関数 daiであるo添字 a,i
はそれぞれ 3pの軌道とスピン状態を表わすodαiは軌道およびスピン空間の回転に対
してベクトルの変換をする｡Textureとはもっとも一般的にはこのdαiの場であるが,
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